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経営表彰企業（Corporate Health Achievement Award Winners）と S&P500（スタンダードアンドプアーズ
500株価指数）との十数年後における株価比較の研究が挙げられる。1999年の株価を 100とすると、13年


































4.1 SCSK 株式会社の沿革と概要 
4.1.1 沿革 
SCSK 株式会社は、住商情報システム株式会社（以下SCSと記す）と株式会社CSK（以下CSK と記す）
が 2011 年に合併してできた会社である。2012 年には合併会社の本店所在地を東京都江東区豊洲に移転し
ている。図表２にSCSおよびCSKの沿革と合併後のSCSKの沿革を記す。 
図表２ SCS・CSKおよび SCSK沿革 














出典：SCSKホームページおよび日経会社プロファイル（2017 年1 月 30日）をもとに筆者作成 
4.1.2 企業概要 
 SCSKの従業員数は 7,261人で、2016年 3月期では、売上 3,239億円、経常利益 336億円とする好決算を
出している。事業内容は図表３のとおり、システム開発、ソリューションビジネス等である。 
企業 サンスター 三井化学 アクア 鈴廣かまぼこ 東京クリアランス工業
業種 大手歯磨き剤メーカー 総合化学メーカー 美容室 魚肉加工 ビルメンテナンス業
平均年齢 40歳 42歳 26歳 43歳 60歳








































































図表３ SCSK企業概要（2016年 3月期現在） 
出典：SCSKホームページおよび日経会社プロファイル（2017年 1月 30日）をもとに筆者作成 
4.2 合併会社中井戸信英社長 
 合併会社の社長となった中井戸信英氏（以下中井戸社長と記す）は、住友商事の副社長からの転身であ














合併当初の SCSK の残業時間は、IT 業界のご他聞にもれず、長時間労働であった。「当時の全社の残業








































体的には、「職場の達成度ごとに 12 万円、9 万円、6 万円、ゼロ円を、翌年の夏のボーナスに積み増した」






































2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 
時間外労働平均 有給取得率 
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